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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン9（IL9）の生物学的効果を特異的に媒介するサイトカイン受容体です。機能的なIL9受容体複合体は、このタンパク質に加えて、多くの異なるサイトカインの受容体に共通するγサブユニットであるインターロイキン2受容体γ（IL2RG）を必要とします。この受容体へのリガンド結合は、様々なJAKキナーゼおよびSTATタンパク質の活性化を導き、それらが様々な生物学的反応を引き起こします。この遺伝子は、X染色体およびY染色体の擬似常染色体領域に位置しています。遺伝学的研究では、この遺伝子と喘息の発症との関連が示唆されています。9番染色体、10番染色体、16番染色体、および18番染色体上に複数の擬似遺伝子が同定されています。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD129マウスmAbを用いたC6（1）およびPC-3（2）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CD129 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Ramos 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD129 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD129 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

